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【 表　紙 】
　6 月 28 日、岩瀬体育館「ラスカ」で、高齢者の
体力増進と交流を目的に市社会福祉協議会主催「第
10 回生きいきサロン大運動会」が開催され、約
300 人が参加しました。
　今年は玉入れなどの競技のほか、ビニールや折
り紙などを使った手作りの衣装でファッション
ショーを実施。高齢者の方たちが作成・モデルを
担当し、「楊貴妃」（表紙写真）や「影武者」など
個性豊かな 18 作品を披露しました。
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